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　現在は第 3 次人工知能ブームの渦中にあり、人工知能の話題を見聞きしない日はない。2011
年に米 IBMの「WATSON」がクイズ王に勝利したことを皮切りに、ビッグデータを利用す
ることで、自然言語処理、機械学習が再び脚光を浴び、深層学習（ディープラーニング）が
流行語のようになっている。最近でも、将棋よりも大局観を要するため、この先10年は人間
には勝てないといわれていた囲碁の世界で2016年 3 月、世界トップクラスのプロ棋士である
韓国のイ・セドル九段にGoogle 傘下の英スタートアップDeepMind が開発した「AlphaGo」
が 4 勝 1 敗で圧勝したり、人工知能による自動車の自動運転が公道でテストされたり、2016
年 5 月にはWATSON をベースに米スタートアップ ROSS Intelligence が開発した世界初の
人工知能弁護士がアメリカ最大の法律事務所に採用されたり、日本でも2015年 2 月に大手銀
行のコールセンターにWATSON が導入されるなど、我々の日常生活の身近なところに人工
知能が確実に浸透（浸食？）してきている。
　このような時代にあって最近、筆者の脳裏に大きな姿で甦ってきた人物がいる。偉大な数
学者アラン・チューリング（1912年 6 月23日～1954年 6 月 7 日）である。チューリングの数
ある偉業のなかでも最近、筆者が改めて感心しているのは、コンピュータの原型である「チ
ューリング・マシーン」は言わずもがな、人工生命に関連することで、生物の縞模様がDNA
で決まるのでなく、チューリングの微分方程式で表されることが分かったこと、そして人工
知能に関することでは、チューリングが「イミテーション・ゲーム」と呼んでいた「チュー
リング・テスト」である。チューリング・テストは、機械が考えることができるかどうかを
判断するもので、非常に簡単にいえば、人間の審判が、姿の見えない会話の相手が機械であ
るのか人間であるのかを区別できるかどうかをテストするものである。機械が、このチュー
リング・テストに初めて合格したのが、チューリングの命日である2014年 6 月 7 日であり、
筆者にとってはこの合格した機械より、それまで合格者が出なかったチューリング・テスト
を考えたチューリングに改めて感心した。
　上述した最近の人工知能の普及に際して筆者が思うのは、顔が見えなかった場合に、ゲー
ムの対戦相手、運転手、弁護士、コールセンターのオペレータが人間なのかどうか我々は区
別できるのであろうか？ そんな時、脳裏に思い浮かぶのがチューリング・テストなのであ
る。 4 年前に生誕100年を迎え、2 年前に没後60年を迎えた偉大な数学者の考えが、この進化
のスピードの速い ICTの世界を今でも支配し、現代に生きる我々は、いつまでもチューリン
グの手のひらの上で転がされているだけのような気がする。
　そんなアラン・チューリングを筆者が初めて知ったのは、30数年前の学生時代である。奇
しくも当時は、第 2 次人工知能ブームであり、第 5 世代コンピュータ、エキスパートシステ
ムという言葉が世の中の注目を集めていた。その頃に、尊敬する恩師たちから、チューリン
グ・マシーン、チューリング・テスト、オートマトン、NP 完全等々について教わったわけ
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である。凡庸な筆者にとっては非常に難しい内容で、正直なところ当時は、雲をつかむよう
なところが少なからずあった。しかしながら、様々な経験を積み、約30年経って、上述して
きたような最近の人工知能ブームから、半ば必要に迫られる形で、改めてこれらについて勉
強することで、あの時、恩師たちが教えようとされていたのはこういうことだったのかと、
恥ずかしながらようやく何とか理解できるようになってきた次第である。同時に、この進化
の激しい時代に、30数年経っても色あせない学問を教えてくださった恩師たちの偉大さに敬
服するとともに、感謝の意を表さずにはいられない。
　本年報でも記載されているBYODやクラウドも、より良い教育・研究環境を、と学生のた
めにと思って取り組んでいるわけであるが、果たして本学の ICT環境が色あせない教えを学
生たちに提供する一助となることができているのであろうか？ また、筆者個人的には、尊敬
する恩師たちに及ばないまでも、そのような教えを学生たちにできているのだろうかと、本
日（2016年 6 月 7 日）、時間割りのめぐり合わせで偶然であるが、アラン・チューリングの
命日の授業で、学生たちと2015年の映画『イミテーション・ゲーム』を鑑賞しながら、ふと
こんなことを考えた。
　2016年 7 月
 （IT センター所長　柴田　一）
